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報告事項

1 これまでの経緯について

年 度 容内

日召千日62(1987)
地元有志と県教委が、上野北.F地区の県営圃場整備事業に際して、事前に発掘調

査を実施し、圃場整備事業と文化財の保存と調和を図ることをな

日召不日63(1988)
県教委が柘植川南岸の印代 西条地区を中心に範囲確認調査を実施したが、顕著
な遺構は検出されず.

平成元 (1989)
県埋文センターが柘植川南岸の一之官・千歳地区及び拓植り|ロヒ岸の国町地区を中

心に範囲確認調査を実施し、国町地区で大型の柱穴を検出。

平成 2(1990)
県埋文センターが柘植′Hヒ岸の国町地区等の範囲確認調査を実施し、国町地区で

大型掘立柱建物等を検出。

羽支3(1991)
県埋文センターが柘植′‖酔 の国町地区等の範囲確認調査を実施。確認調査指導

員会議において坂之下 国町地区に国庁跡が存在したことが正式に確認される。
平成 4(1992) 県埋文センターが柘植′‖ヒ岸の外山地区を調査。

平成 5(1993)
県埋文センターが柘植′‖瞬 の国町地区を調査し、政庁の範囲等を確認。

県埋文センター所長から、今後の保護 取扱いに関する確認文書が出される。

平成 6(1994)
文化庁から県に、伊賀国庁跡を国史跡に指定する意向が伝えられる。

上野市教育委員会が史跡指定に向けて、関係機関や地元との協議を実施。

(協議、一時中断)

Ⅵ支15(2003) 土地改良区と協議再開。

平成 19(2007) 指定に向けての地元協議再開。

平成20(2008) 指定に向けての地権者の同意を得る。史跡指定の意見具中書の提出。

羽支21(2009) 国史跡とするよう国文化審議会が答申。史跡指定 (官報告示)。

平成22(2010)
指定地の公有化開政a指定地の現状把握のための地形測量実施。
伊賀国庁跡保存管理計画策定委員会を設亀

駒■23(2011) 保存管理計画書の策定。

平成27(2015) 指定地の公有化事業完了。 (水日15筆、計25,002r)

+F'128(2016) 保存整備活用基本計画の策定

2



1   陣跡指定地     伊賀市所有地     民有地

注)面積を表記した地番の土地について 平成22～ 27年度に公有化を実施した

●公有地状況回  (2016(平成 28)年 3月現在)
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2 整備基本計画

 ヽ     1

・ ＼′′

輻 ②エントランスツーン   幽 ∝ 史交流広場ツーン

ー
 自動車でのアクセスルート     を那具駅からのアクセスルート

(1遣精表示ゾーン

[二
=I]史
跡指定地

●史跡整備ゾーン区分回 〈二重県自治会館組合作成図を基に件咸)

― ｀′ ′デ .

~iI丁 ~



①遺構表示ゾーン

整備対象時期 :国庁 2期 (9世紀前半～10世紀前半)

整 備 手 法 :半立体表示 (掘立柱建物 掘立柱塀等の柱)
平面表示 (建物の範囲、区画溝等)

名称板設置 (各遺構付近)

整備面

柱の半立体表示

土壌改良 盛土層
遺構保護層

遺構検出面

●柱半立体表示構略回

整備面

平面表示

土壌改良 盛土層
遺構保護層

遺構検出面

●平面表示極略国

ｂ^



②エントランスソーン

位置づけ :来訪者への総合的な情報提供を行う場

施設整備 :総合解説板、史跡標識、ベンチ、東屋等

そ の 他 :舗装整備 (緊急車両・管理車両対応)

※東l・Fについて

内容 1休憩施設+パネッレ展示

意匠 i「国庁 1期 Jの掘立柱建物 SB1020の柱配置。lt令期の建物を想起させる.

ー

位置づけ :多 目百1な活用に対応した空間整備

(歴史的な体験イベント等の実施、史跡見学牛の団体客の受入れ)

施設整備 :手洗い場、散水桂、 トイレ等の水廻りの施設 (指定地内の北寄り)
そ の 他 :地被植栽 (自 由な出入りを可能とする.)

|
, (北 )

io
ベンチ          ベンテ      墨

・
串
月春
申 。 こ・

東恨J立面図 (壁 の上下に隙間) 南側立面図 (菫の上下に隙間)

●東屋イメージ回
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国庁が立地していた状況を推損1できる盛土造成

史hl公国として土地利用しやすくする

適■:緩やかな奈1面地とする (遺構表示面、広場を除く)※南側への権壁設置を回避

遺構保護層 (50cm前後)と 遺構保IILシー トの設置

[    会

議    攣

¨
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医 11相西菫殿 68]S` 前 035,西日に

'の
セケシヨンロ

政庁域東J断 面1,式 図 11順正欧(S30%, 2拍 正肛く
'=10`5)E爆

柱列の セクション日

(イ

=木
頬)   は表示
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0造成計画縦断面機略回

A― A晰■図

|   :

IT も 鵬
`覇
]話

「            (蔵,か            |    |

B― B断面図

――― 整備面

一―― 理油 緬

O     b



・雨水の表面り昧 は造成面の緩やかな地形に沿い、指定地の南及び東側へ排水する。

・造成層に適宜暗渠を設置。既存の農業用水路の活用.

・表層工は透水性の高い材料を採用。

・広場としての利用に配慮し、過湿状態にしない。

・目的に沿つた植栽の導入 ←利活用計画との整合性

・民家との遮蔽、緑陰の確保。

・西辺部の植栽は低木を主体とする。←遮蔽の必要性なし

・高木の配置は、10～ 15m間隔に1本程度。←落葉等の維持管理に配慮

・ユニバーサルデザインに配慮した設説

0回路 (管理道路)

・エントランスゾーン南寄りから北に向かつて、東に迂回するような形で史跡公園内の通路を

整備する。

※ 史跡地内を通る 2本の道路等の取 り扱いについて

・新たに公国内に設置する回路は、現在の農道の付け替え道の意味合いも有することから、通常は一般車

両の通行は認めないこととする水 農繁期に限り農作業用車両の通行を認めることとする。

・遺構表示・エントランスソーンと多目的広場ツーンを画する市道は、生活道路としての利用を継続する。

・現在の農道に沿って敷設されている用水路は、現状のまま維持吹 満蓋を設置する歌 公園内の見学者

が支障とならないような手立てを取る。

0ガイダンス施設

国庁跡周辺の公的施設等において、国庁周辺の文化財や遺跡の紹介などをも含めた情報発信

拠点の整備を目指す。

Oトイレ

・農村公園のものを利用できないか、地元及び関係機関と検討する。

O駐車場

史跡整備地を除く範囲において、駐車スペースの設置を検討する。

『伊賀市景観計画』に貝1つた、史跡と調和した景観誘導。

・地域住民等の協力を得ながら周辺環境の保全に努める。※特に史跡罰 を構成する周辺の水田や背後の山林
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協議事項

2 整備基本設計に向けた考え方について

(別表参照 )
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